
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度
 

第137回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

商 業 簿 記・会 計 学 

(午前９時開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅰ 
第

１

予

想

答
案
用
紙

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

 商  業  簿  記  
 

商・会 1 - 1  

問題 (25点) 

ＮＳ株式会社(以下、当社)の×26年３月期(×25年４月１日～×26年３月31日)に係る下記の資料にもとづき、

答案用紙にある決算整理後残高試算表を作成しなさい。 
 
[解答上の注意] 

１ 税効果会計は適用しないものとする。 

２ 計算の過程で端数が生じた場合、金額は千円未満を四捨五入し、原価率は％未満を四捨五入すること。 

３ 決算整理前残高試算表の？の部分については各自推定すること。 

[資料１] 決算整理前残高試算表 

                     残 高 試 算 表        (単位：千円) 

借 方 科 目 金   額 貸 方 科 目 金   額 

現 金 6,100 買 掛 金 19,000 

当 座 預 金 71,000 未 払 金 900 

受 取 手 形 12,200 社 債 95,821 

売 掛 金 35,000 資 産 除 去 債 務 1,093 

繰 越 商 品 13,950 貸 倒 引 当 金 100 

仮 払 金 2,000 建物減価償却累計額 90,000 

建 物 300,000 備品減価償却累計額 ？  

備 品 ？ 車両減価償却累計額 67,900 

車 両 214,000 資 本 金 350,000 

土 地 175,000 資 本 準 備 金 140,700 

有 価 証 券 ？ 利 益 準 備 金 6,056 

仕 入 158,700 繰 越 利 益 剰 余 金 19,000 

販 売 費 10,000 売 上 252,970 

一 般 管 理 費 5,000 雑 益 700 

雑 損 200   

 ？  ？  

 

[資料２] 決算整理事項等および参考事項 

１ 以下の債権・債務に関する取引の処理が未処理であることが判明した。 

 ⑴ 売掛金12,000千円について、電子記録債権の発生記録が行われた。 

 ⑵ 譲渡記録により電子記録債権3,000千円を仕入先に買掛金3,000千円と引換えに譲渡した。 

 ⑶ 譲渡記録により電子記録債権5,000千円を銀行に4,800千円で譲渡し、代金を当座預金とした。 

 ⑷ 当社の銀行の当座預金口座に電子記録債権1,000千円の払込みによる支払いが行われた。 

２ 期末に現金実査を行ったところ、金庫に次のものがあった。 

  紙幣・硬貨 1,700千円 他人振出小切手 3,500千円  

先日付小切手(振出日：×26年４月10日) 800千円(現金勘定で処理している) 

  未渡小切手 2,000千円(うち1,500千円は買掛金の支払分、500千円は販売費の支払分、いずれも振出し処理済)  

期限到来済社債利札(Ａ社社債分) 300千円(未処理) 

  なお、現金の帳簿残高と実際有高との差額の原因は不明であった。 

３ 商品の評価については、売価還元低価法を採用している。 

  期首商品売価は22,500千円、商品の原始値入額は99,800千円、期中売価値上額は6,750千円、期中売価値下額

は9,280千円である。なお、期末商品実地棚卸売価は25,000千円であった。 

４ 貸倒引当金の設定 

 ⑴ 売掛金のうち7,000千円(当期発生分)および受取手形のうち2,000千円(当期発生分)は破産更生債権等に振

り替え、担保の処分見込額3,000千円を控除した残額を貸倒引当金として計上する。 

⑵ その他の売上債権(電子記録債権を含む) は一般債権であり、期末残高に対し２％の貸倒引当金を差額補充

法で計上する。 
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平成 26 年度
 

第137回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

問 題 用 紙 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 

1 級 －Ⅱ 
第

１

予

想

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 1 予想

第137回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ① 

 商 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 
 

決算整理後残高試算表 

×26年３月31日 (単位：千円)

借 方 科 目  金  額 貸 方 科 目  金  額 

 現 金   買 掛 金   

 当 座 預 金   未 払 金   

 受 取 手 形   未 払 法 人 税 等   

(  )  社 債   

 売 掛 金   貸 倒 引 当 金   

 繰 越 商 品   建物減価償却累計額   

 未収有価証券利息   車両減価償却累計額   

 建 物   資 本 金  350,000 

 車 両   資 本 準 備 金     140,700 

 土 地  175,000 利 益 準 備 金     6,056 

 そ の 他 有 価 証 券   繰 越 利 益 剰 余 金   

 関 係 会 社 株 式   その他有価証券評価差額金   

(  )  売 上  252,970 

 仕 入   有 価 証 券 利 息   

 棚 卸 減 耗 損   雑 益   

 商 品 評 価 損   (  )  

 販 売 費  10,000    

 一 般 管 理 費      

 貸 倒 引 当 金 繰 入      

 減 価 償 却 費      

 利 息 費 用      

 履 行 差 額      

 社 債 利 息      

(  )     

(  )     

 雑 損      

 投資有価証券評価損益      

 法 人 税 等      
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 1 予想

第137回対策 答案用紙 

 
生年月日      .  .  

           

           

 1  級 ② 

 会  計  学  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

     
第１問 

１  ２  ３  

４  ５    

 

第２問              株 主 資 本 等 変 動 計 算 書             (単位：千円) 

 
株  主  資  本 

新株予約権 
純資産 
合計 資 本 金 資本準備金 

その他資
本剰余金

利益準備金
繰越利益
剰余金 

自己株式 

当期首残高 10,000 940 500 1,440 8,000 △280 50 20,650

当期変動額    

新株予約権付社債の行使    

剰余金の配当    

当期純利益    

自己株式の処分    

株主資本以外の項 
目の当期変動額 

   

当期変動額合計    

当期末残高    

(注) 減少の場合には数字の頭に△印を付すこと。 
 

分 配 可 能 額  千円

 
第３問 
問１       損 益 計 算 書  貸 借 対 照 表 

自×５年４月１日 至×６年３月31日(単位：千円)  ×６年３月31日(単位：千円)

Ⅰ 売  上  高     ( )  負債の部     

Ⅱ 売 上 原 価       Ⅰ 流動負債     

 １ 期首商品棚卸高 (  )     (  ) (  )

 ２ 当期商品仕入高 (  )     未 払 費 用  (  )

    合   計 (  )     売上割戻引当金  (  )

 ３ 期末商品棚卸高 (  )  ( )   返品調整引当金  (  )

   差   引     ( )        

  返品調整引当金繰入     ( )        

  売 上 総 利 益     ( )        

Ⅲ 販売費及び一般管理費             

  従 業 員 賞 与     ( )        

 

問２⑴ 数理計算上の差異の発生に関する仕訳(×１年度)                   (単位：千円) 

 借 方 科 目 金  額 貸 方 科 目 金  額 

     

     

⑵ 数理計算上の差異の費用処理に関する仕訳(×２年度)                 (単位：千円) 

 借 方 科 目 金  額 貸 方 科 目 金  額 

     

     

 

工・原 1 - 3  

問１ 投資案の評価法として単純投下資本利益率法を採用する場合、どの投資案が有利と判断されるか。有利な

順に投資案を並べなさい(Ａ、Ｂ、Ｃの記号を解答すること。以下の問についても同様) 。また、もっとも有

利な案の単純投下資本利益率を計算しなさい。 

問２ 投資案の評価法として、投資の安全性を指標とする回収期間法を採用する場合、どの投資案が有利(安全)

と判断されるか。有利な順に投資案を並べなさい。また、もっとも有利な案の回収期間を計算しなさい。な

お、回収期間の計算はキャッシュ・フローの累積額にもとづく方法で行い、時間価値は考慮しなくてよい。 

問３ 問１と問２の結果から、回収期間法の欠点を述べなさい。 

問４ 下記のグラフの①から③はそれぞれ、投資案Ａ、Ｂ、Ｃのどれに該当するか答えなさい。なお、０年度末

を現時点とし、すべてのキャッシュ・フローは年度末に生じるものとする(以下の問においても同様)。 

 

問５ 投資案の評価法として内部利益率法を採用する場合、どの投資案が有利と判断されるか。有利な順に投資

案を並べなさい。また、もっとも有利な案の内部利益率を計算しなさい。 

問６ 投資案の評価法として正味現在価値法を採用する場合、もっとも有利である案の正味現在価値を答えなさ

い。当社の資金調達源泉は以下のとおりである。 

調 達 源 泉 構成割合 資本コスト  

負 債 50％ ４％ (注)負債の資本コストは税引前のものであり、税率は40％である。

株 式 30％ ８％ 

留 保 利 益 20％ ７％ 

 

第２問 

以下の条件を満たす場合、直接標準原価計算による営業利益と全部標準原価計算による営業利益の間には次の

ような関係が成り立つ。（  ）内に入る用語を次の語群から選びなさい。 

[条件] 原価差異は毎期少額かつ正常であり、すべてその発生した期の売上原価としている。また、製品の販売

価格、固定費は毎期一定であり、原価標準の改訂は考慮しない。各期末に仕掛品はない。 

[関係] １．生産量と販売量が一致する場合、両者の営業利益は( ① )。 

２．生産量が販売量より大きい場合、( ② )による営業利益の方が大きい。 

３．販売量が生産量より大きい場合、( ③ )による営業利益の方が大きい。 

４．販売量が毎期一定である場合、生産量が変化しても( ④ )による営業利益は変化しないが、 

もう一方の方法による営業利益は生産量に応じて変化する。 

５．生産量が毎期一定である場合、いずれの方法による営業利益も販売量に応じて( ⑤ )。 

【語群】 

全部原価計算 直接原価計算 等しい 異なる 変化する 変化しない 
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・ウラ予想

第137回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ③ 

 工 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

2013 年 予定損益計算書(単位：千円) 

   ５月  ６月 

売 上 高  （  ）  （   ）

変 動 売 上 原 価  （  ）  （   ）

変 動 製 造 マ ー ジ ン  （  ）  （   ）

変 動 販 売 費  （  ）  （   ）

貢 献 利 益  （  ）  （   ）

固 定 費        

 製 造 間 接 費  （  ）  （   ）

 販 売 費 ・ 一 般 管 理 費  （  ）  （   ）

 固 定 費 計  （  ）  （   ）

直接原価計算の営業利益  （  ）  （   ）

固 定 費 調 整 額  （  ）  （   ）

全部原価計算の営業利益  （  ）  （   ）

支 払 利 息  （  ）  （   ）

経 常 利 益  （  ）  （   ）

 

2013 年 予定貸借対照表(単位：千円) 

   ５月末  ６月末 

流 動 資 産        

 現 金  （  ）  （   ）

 売 掛 金  （  ）  （   ）

 製 品  （  ）  （   ）

 原 材 料  （  ）  （   ）

 流 動 資 産 計  （  ）  （   ）

固 定 資 産        

 土 地  （  ）  （   ）

 建 物 ・ 設 備  （  ）  （   ）

 固 定 資 産 計  （  ）  （   ）

 資 産 合 計  （  ）  （   ）

流 動 負 債        

 買 掛 金  （  ）  （   ）

 短 期 借 入 金  （  ）  （   ）

 流 動 負 債 計  （  ）  （   ）

固 定 負 債  （  ）  （   ）

純 資 産        

 資 本 金  （  ）  （   ）

 資 本 剰 余 金  （  ）  （   ）

 利 益 剰 余 金  （  ）  （   ）

 純 資 産 計  （ ）  （  ）

負 債 ・ 純 資 産 合 計  （ ）  （  ）
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す
れ

ば
材

料
α

を
使

用
す

る
場

合
と

比
較

し
て

( 
 

)倍
の

量
の

製
品

Ｘ
を

製
造

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
 

つ
ま

り
、

材
料

β
を

使
用

し
て

製
品

Ｘ
を

製
造

開
始

し
た

後
に

、
材

料
α

を
使

用
し

て
製

品
Ｘ

１
個

を
製

造
す

る
と

し
た

場
合

に
は

、
材

料
β

に
よ

る
製

品
Ｘ

の
製

造
を

( 
 

 
 

)個
犠

牲
に

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 ２
．

本
問

で
は

、
完

全
操

業
状

態
の

も
と

で
製

品
製

造
を

行
っ

て
い

る
た

め
、

( 
 

 
 

 
 

)と
( 

 
 

 
 

 
)は

、
そ

れ
が

変
動

費
で

あ
る

か
固

定
費

で
あ

る
か

に
か

か
わ

ら
ず

、
無

関
連

原
価

(埋
没

原
価

)と
な

り
ま

す
。

 

材
料

β
に

よ
る

製
品

Ｘ
１

個
の

製
造

を
犠

牲
に

し
た

場
合

に
失

う
利

益
額

：
 

＠
( 

 
 

 
 

)円
(＝

＠
( 

 
 

 
 

)円
(販

売
価

格
)－

＠
( 

 
 

 
 

)円
(材

料
β

の
購

入
価

格
))

 

 ３
．

材
料

α
は

今
後

も
3

,0
0

0
円

/
個

で
購

入
可

能
で

す
。

そ
の

た
め

、
材

料
α

を
使

用
し

た
場

合
の

製
品

Ｘ
１

個
あ

た
り

の
直

接
材

料
費

よ

り
、

( 
 

)個
の

材
料

α
を

消
費

し
て

製
品

Ｘ
を

製
造

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。
 

し
た

が
っ

て
、

材
料

α
を

使
用

し
て

製
品

Ｘ
１

個
を

製
造

・
販

売
し

た
場

合
に

、
材

料
α

を
消

費
し

な
け

れ
ば

得
ら

れ
た

は
ず

の
材

料
α

の
売

却
収

入
は

( 
 

 
 

 
)円

(＝
＠

1
,5

0
0

円
(材

料
α

の
売

却
価

格
)×

( 
 

)個
)と

な
り

ま
す

。
 

 ４
．

仮
に

材
料

β
に

よ
る

製
品

Ｘ
の

製
造

・
販

売
を

開
始

し
た

後
に

、
在

庫
に

あ
る

材
料

α
を

用
い

て
製

品
Ｘ

１
個

を
製

造
す

る
こ

と
の

機

会
原

価
は

( 
 

 
 

 
)円

(＝
＠

( 
 

 
 

 
)円

×
( 

 
 

 
)個

＋
( 

 
 

 
 

)円
)と

な
り

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
記

の
１

.と
２

.よ
り

 
 

 
 

 
上

記
３

.よ
り

 

 ５
．

Ａ
案

の
採

用
可

否
の

検
討

 

在
庫

に
あ

る
材

料
α

を
用

い
て

製
品

Ｘ
１

個
を

製
造

す
る

案
の

差
額

利
益

を
計

算
し

ま
す

。
 

差
額

収
益

 
( 

 
 

 
 

 
)円

(製
品

Ｘ
の

販
売

価
格

) 

機
会

原
価

 
( 

 
 

 
 

 
)円

 

差
額

利
益

 
( 

 
 

 
 

 
)円

 

 ６
．

Ａ
案

が
有

利
と

な
る

た
め

の
製

品
Ｘ

の
販

売
価

格
の

条
件

 

製
品

Ｘ
の

販
売

価
格

を
Ｓ

と
お

く
と

、
 

(Ｓ
－

( 
 

 
 

 
)円

(材
料

β
の

購
入

価
格

))
×

( 
 

)個
＋

( 
 

 
 

 
)円

 
 

 
＜

 
 

 
 

Ｓ
 

 
 

機
会

原
価

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 差

額
収

益
 

∴
 

 
Ｓ

 
 

＜
 

 
( 

 
 

 
 

)円
 

 １
2

１
 

連
産

品
の

追
加

加
工

の
可

否
に

つ
い

て
の

意
思

決
定

 

１
．

各
製

品
の

追
加

加
工

に
よ

っ
て

増
加

す
る

収
益

の
計

算
 

(１
) 

連
産

品
Ａ

を
追

加
加

工
し

て
販

売
す

る
場

合
の

差
額

利
益

 

 
追

加
加

工
し

て
販

売
 

 
 

そ
の

ま
ま

販
売

 
差

額
 

売
上

高
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
１
 

 
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
３
 

( 
 

 
 

)万
円

 

追
加

加
工

費
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
４
 

 
 

－
 

( 
 

 
 

)万
円

 

 
 

 
 

 
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
１

 
＠

4
,5

0
0

円
(製

品
Ｘ

の
販

売
価

格
)×

( 
 

 
 

 
)k

g
＊

２
×

0
.8

(第
２

工
程

の
歩

留
率

)＝
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
２

 
第

１
工

程
の

連
産

品
Ａ

の
生

産
量

：
2

0
,0

0
0

㎏
×

５
 ㎏

(連
産

品
Ａ

)

1
0
 ㎏

(原
料

α
投

入
量

) 
＝

( 
 

 
 

 
)㎏

 

＊
３

 
＠

3
,0

0
0

円
(連

産
品

Ａ
の

販
売

価
格

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

＊
４

 
＠

1
,5

0
0

円
(変

動
製

造
間

接
費

)×
0

.2
時

間
(投

入
量

１
㎏

に
対

す
る

加
工

時
間

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

(２
) 

連
産

品
Ｂ

を
追

加
加

工
し

て
販

売
す

る
場

合
の

差
額

利
益

 

 
追

加
加

工
し

て
販

売
 

 
 

そ
の

ま
ま

販
売

 
差

額
 

売
上

高
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
１
 

 
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
３
 

( 
 

 
 

)万
円

 

追
加

加
工

費
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
４
 

 
 

－
 

( 
 

 
 

)万
円

 

 
 

 
 

 
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
１

 
＠

8
,0

0
0

円
(製

品
Ｙ

の
販

売
価

格
)×

( 
 

 
 

)k
g

＊
２
×

0
.6

(第
２

工
程

の
歩

留
率

)＝
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
２

 
第

１
工

程
の

連
産

品
Ｂ

の
生

産
量

：
2

0
,0

0
0

㎏
×

３
 ㎏

(連
産

品
Ｂ

)

1
0
 ㎏

(原
料

α
投

入
量

) 
＝

( 
 

 
 

)㎏
 

＊
３

 
＠

4
,0

0
0

円
(連

産
品

Ｂ
の

販
売

価
格

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

＊
４

 
＠

1
,5

0
0

円
(変

動
製

造
間

接
費

)×
0

.3
時

間
(投

入
量

１
㎏

に
対

す
る

加
工

時
間

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

 ２
．

希
少

資
源

単
位

あ
た

り
の

利
益

 

連
産

品
Ａ

を
追

加
加

工
す

る
場

合
：

( 
 

 
 

)万
円

÷
（

0
.2

時
間

×
( 

 
 

 
)k

g
）

＝
( 

 
 

 
)円

/
時

間
 

連
産

品
Ｂ

を
追

加
加

工
す

る
場

合
：

( 
 

 
 

)万
円

÷
（

0
.3

時
間

×
( 

 
 

 
)k

g
）

＝
( 

 
 

 
)円

/
時

間
 

よ
っ

て
、
連

産
品

( 
 

)を
優

先
的

に
追

加
加

工
し

、
生

産
余

力
で

連
産

品
( 

 
)を

追
加

加
工

す
れ

ば
よ

い
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 ３
．

最
適

な
追

加
加

工
の

決
定

 

連
産

品
Ａ

( 
 

 
 

 
)㎏

 

連
産

品
Ｂ

( 
 

 
 

 
)㎏

 

 ４
．

差
額

原
価

収
益

分
析

 

(1
) 

連
産

品
Ａ

の
追

加
加

工
に

よ
る

差
額

利
益

 

 
 

 
連

産
品

Ａ
は

そ
の

全
量

が
追

加
加

工
さ

れ
る

た
め

、
上

記
１

.(
1

)と
同

じ
計

算
結

果
に

な
り

ま
す

。
 

(2
) 

連
産

品
Ｂ

の
追

加
加

工
に

よ
る

差
額

利
益

 

 
一

部
の

( 
 

 
 

)㎏
を

追
加

加
工

し
て

販
売

 
そ

の
ま

ま
販

売
 

 
差

額
 

売
上

高
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
１
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
３

 
( 

 
 

 
)万

円
＊

５
 

追
加

加
工

費
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
４
 

－
 

 
( 

 
 

 
)万

円
＊

４
 

 
 

 
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
４
 

＊
１

 
追

加
加

工
の

う
え

販
売

す
る

分
：

＠
8

,0
0

0
円

(製
品

Ｙ
の

販
売

価
格

)×
( 

 
 

 
)k

g
×

0
.6

(第
２

工
程

の
歩

留
率

)＝
( 

 
 

 
)万

円
 

追
加

加
工

さ
れ

ず
に

販
売

す
る

分
：

＠
4

,0
0

0
円

(連
産

品
Ｂ

の
販

売
価

格
)×

( 
 

 
 

)k
g

＊
２
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

合
計

 
( 

 
 

 
)万

円
＋

( 
 

 
 

)万
円

＝
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
２

 
6

,0
0

0
㎏

(連
産

品
Ｂ

の
生

産
量

)－
( 

 
 

 
)㎏

(追
加

加
工

分
)＝

( 
 

 
 

)㎏
 

＊
３

 
＠

4
,0

0
0

円
(連

産
品

Ｂ
の

販
売

価
格

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

＊
４

 
＠

1
,5

0
0

円
(変

動
製

造
間

接
費

)×
0

.3
時

間
(投

入
量

１
㎏

に
対

す
る

加
工

時
間

)×
( 

 
 

 
)k

g
(追

加
加

工
分

)＝
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
５

 
追

加
加

工
さ

れ
ず

に
販

売
す

る
分

の
売

上
高

で
あ

る
( 

 
 

 
)万

円
は

、
い

ず
れ

に
お

い
て

も
発

生
す

る
た

め
、

そ
れ

を
除

い
 

て
計

算
し

て
も

差
額

収
益

の
金

額
は

同
じ

に
な

り
ま

す
。
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